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令和７年（2025）9月

　
当
館
は
、
令
和
二
年
︵
二
〇
二
〇
年
︶
四
月
に
開
館
し
、
今

年
で
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
あ
ゆ

み
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

０　

公
文
書
管
理
条
例
の
制
定

　
当
館
開
館
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
三
一
年
︵
二
〇
一
九
年
︶

三
月
の
﹁
滋
賀
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
﹂
の
制
定

で
す
。
本
条
例
で
は
、
公
文
書
を
﹁
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹

を
支
え
る
県
民
共
有
の
知
的
資
源
﹂
と
位
置
づ
け
、
そ
の
適
正

な
管
理
・
保
存
・
利
用
等
を
図
る
こ
と
で
行
政
の
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
が
重
要
だ
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
公
文
書
と
は
、
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま
た
は
取
得
し
た

文
書
で
、
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
県
の
機
関
で
保
存

さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
し
ま
す
。
県
の
諸
活
動
を
は
じ
め
、

様
々
な
歴
史
的
事
実
が
記
さ
れ
て
お
り
、
県
民
の
知
る
権
利
を

尊
重
す
る
上
で
重
要
な
記
録
で
す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
文
書

が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
必
要
な
と
き
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
源

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
条
例
で
は
、
意
思
決
定
に
至
る
過
程
を
含
め
た
、

文
書
の
作
成
義
務
を
明
記
し
ま
し
た
︵
第
四
条
︶
。
こ
れ
ま
で

も
、
県
の
事
務
は
、
原
則
と
し
て
公
文
書
で
の
処
理
が
必
要
で

し
た
が
、
作
成
す
る
文
書
の
範
囲
は
、
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
最
終
的
な
意
思
決

定
だ
け
で
な
く
、
経
緯
・
過
程
を
合
理
的
に
跡
付
け
検
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
長
等
と
の
協
議
記
録
や
、
庁
内
外
の

会
議
録
、
要
望
・
交
渉
等
に
関
す
る
記
録
の
作
成
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
文
書
作
成
の
際
に
は
、
そ
の
文
書
の
保
存
期
間
︵
三
〇
年

以
下
︶
を
定
め
、
そ
の
後
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
、
職
員
が

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
か
否
か
を
判
断
す
る
仕
組
み
を
整
え
ま

し
た
︵
第
五
条
︶。
県
の
政
策
検
討
過
程
や
実
績
、
県
民
の
権

利
・
義
務
、
社
会
・
自
然
環
境
に
関
す
る
重
要
な
情
報
等
の
有

無
が
、
主
な
判
断
基
準
で
す
。
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文

書
︵
歴
史
公
文
書
︶
は
、
保
存
期
間
満
了
後
に
公
文
書
館
に
移

管
さ
れ
、
永
久
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
公
文
書
の
廃
棄
の
際
に
は
、
事
前
に
第
三
者
機
関
の
意

見
を
聴
く
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
︵
第
八
条
︶。
職
員
と
有
識
者

が
二
重
に
確
認
を
行
う
こ
と
で
、
誤
廃
棄
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

判
断
の
客
観
性
を
確
保
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
知
事
等
は
、

同
機
関
の
意
見
を
参
酌
し
、
公
文
書
館
へ
の
移
管
の
是
非
を
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１　

県
立
公
文
書
館
の
開
館

　
令
和
二
年
四
月
に
開
館
し
た
当
館
は
、
前
身
の
県
政
史
料
室

を
改
組
し
て
、
公
の
施
設
と
し
て
新
た
に
設
置
し
た
も
の
で
す

︵
図
１
︶
。
そ
れ
ま
で
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
ほ
か
、
更
に
次
の

よ
う
な
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
第
一
に
、
閲
覧
可
能
文
書
の
増
加
で
す
。
従
来
県
政
史
料
室

で
閲
覧
で
き
る
文
書
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
二
〇
年
︵
一
九
四

五
年
︶
ま
で
の
行
政
文
書
・
資
料
が
中
心
で
し
た
が
、
そ
れ
以

後
の
文
書
も
、
順
次
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
館

時
に
は
、
昭
和
二
一
〜
五
六
年
の
旧
永
年
保
存
文
書
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
占
領
終
結
後
に
本
格
化
す
る
軍
事
援
護

に
関
す
る
文
書
や
、
昭
和
三
〇
年
代
に
計
画
さ
れ
た
日
本
横
断

運
河
の
関
係
文
書
、
琵
琶
湖
の
公
害
被
害
の
報
告
書
な
ど
、
戦

後
史
を
彩
る
貴
重
な
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
第
二
に
、
所
蔵
資
料
の
目
録
検
索
・
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
公
開

の
整
備
で
す
。
こ
れ
ま
で
資
料
の
目
録
は
、
紙
媒
体
と
エ
ク
セ

ル
形
式
で
公
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
開
館
を
機
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
上
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
頻
度
の
高
い
資
料
か
ら
、
順
次
資
料
画
像
の
公
開

も
始
め
ま
し
た
。
県
の
法
令
を
ま
と
め
た
布
達
編
冊
や
、
神
社
・

寺
院
の
公
的
管
理
台
帳
で
あ
る
社
寺
明
細
帳
、
堤
防
や
橋
梁
、

道
路
等
の
長
さ
が
記
さ
れ
た
村
絵
図
な
ど
の
画
像
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

         

【
特
集
】 

開
館
五
周
年
を
振
り
返
っ
て

図1 滋賀県立公文書館開館式の様子
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２　

開
館
記
念
誌
の
刊
行

　
令
和
三
年
三
月
に
は
、
開
館
記
念
誌
と
し
て
﹃
歴
史
公
文
書

が
語
る
湖
国
―
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
滋
賀
県
―
﹄
︵
図
２
︶

を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
誌
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
ま

で
の
本
県
の
あ
ゆ
み
を
、
豊
富
な
資
料
写
真
を
交
え
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
も
の
で
、
刊
行
以
来
多
く
の
皆
様
に
ご
愛
読

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
第
一
部
で
は
、
明
治
・
大
正
期
を
中
心
と
し
た
通
史
的
構
成

を
心
が
け
ま
し
た
。
第
一
章
は
﹁
滋
賀
県
の
誕
生
﹂
︵
明
治
元
〜

一
〇
年
︶
、
第
二
章
は
﹁
文
明
開
化
と
滋
賀
県
﹂
︵
明
治
一
一
〜

二
一
年
︶
と
い
う
よ
う
に
、
明
治
期
は
概
ね
一
〇
年
単
位
で
章

を
区
切
っ
て
お
り
、
地
方
制
度
上
の
画
期
や
時
代
像
の
ま
と
ま

り
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
第
二
部
で
は
、
公
文
書
館
の
利
用
案
内
や
主
な
所
蔵

資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
本
書
の
最
終
的
な
目
標
は
、
当
館

の
所
蔵
資
料
を
読
者
に
直
接
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
、

公
文
書
館
の
刊
行
物
と
い
う
特
徴
を
意
識
し
た
箇
所
で
も
あ
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
書
店
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
な

ど
か
ら
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

３　

学
習
指
導
案
集
の
作
成

　
令
和
三
年
度
に
は
、
２
の
﹃
歴
史
公
文
書
が
語
る
湖
国
﹄
を

用
い
た
学
習
指
導
案
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
記
念
誌

は
、
県
内
の
中
学
校
・
高
校
に
一
部
ず
つ
配
布
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
の
授
業
で
活
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
記
念

誌
を
用
い
た
学
習
指
導
案
集
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

実
効
性
の
あ
る
教
材
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
現
場
の
教
員
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
六
名
の

中
高
教
員
に
執
筆
を
依
頼
し
ま
し
た
。
令
和
三
年
四
月
か
ら
三

回
に
わ
た
り
、
﹃
歴
史
公
文
書
が
語
る
湖
国
﹄
授
業
活
用
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
で
は
、
記
念
誌
の
内
容
紹
介

に
加
え
、
所
蔵
資
料
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
指
導
案
の
検
討
等
を

行
い
ま
し
た
。
会
長
に
は
、
日
本
近
代
教
育
史
が
専
門
の
宮
坂

朋
幸
教
授
︵
大
阪
商
業
大
学
︶
に
就
任
い
た
だ
き
、
専
門
的
見

地
か
ら
の
助
言
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
指
導
案
集
は
、
全
二
四
頁
か
ら
な
り
、
歴
史
学
習
用
四
本
、

総
合
学
習
用
二
本
を
掲
載
し
、
宮
坂
教
授
に
は
記
念
誌
の
授
業

活
用
の
意
義
に
つ
い
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
三

月
に
刊
行
し
、
記
念
誌
と
併
せ
て
県
内
の
中
学
校
・
高
校
計
一

六
一
校
に
配
布
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
四
年
度
に
は
、
学
習

指
導
案
集
の
続
編
︵
図
３
︶
の
作
成
と
、
中
学
校
・
高
校
で
の

公
開
授
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
的
に
も
本
県
と
し
て
も
、
ま
す
ま
す
公
文
書

館
と
教
育
機
関
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
学
習
指
導
案

集
刊
行
は
そ
の
初
め
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
現

在
の
県
史
編
さ
ん
に
係
る
情
報
発
信
事
業
に
お
い
て
も
、
大
い

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　

県
史
編
さ
ん
事
業
の
開
始

　
当
館
に
と
っ
て
最
大
の
事
業
が
、
令
和
五
年
度
か
ら
開
始
し

た
﹃
滋
賀
県
史
﹄
の
編
さ
ん
で
す
。
令
和
四
年
九
月
に
本
県
が

誕
生
一
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
着
手
し
た
も
の
で
、

本
県
に
と
っ
て
三
期
目
に
あ
た
り
ま
す
。
今
回
は
、
滋
賀
県
が

誕
生
し
た
明
治
五
年
︵
一
八
七
二
年
︶
か
ら
令
和
四
年
︵
二
〇

二
二
年
︶
ま
で
の
一
五
〇
年
間
を
主
な
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
一
九
年
度
ま
で
の
一
五
年
間
を
編
さ
ん
期
間
と
し
、
通
史

編
四
巻
、
資
料
編
二
巻
の
ほ
か
、
概
説
・
図
録
・
年
表
が
各
一

巻
の
全
九
巻
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

　
事
務
局
を
担
う
当
館
で
は
、
執
筆
に
必
要
な
資
料
収
集
と
県

民
に
向
け
た
情
報
発
信
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
﹁
県
史
﹂
と

い
う
編
さ
ん
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
県
民
の
皆
様
が
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
、
事
業
の
成
果
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
々
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、
こ
の
﹃
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
﹄
で
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

︵
大
月 

英
雄
︶

図2 『歴史公文書が語る湖国』

図3 公文書館所蔵資料を
用いた学習指導案集
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【
湖
国
こ
ぼ
れ
話
⑪
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大
原
重
右
衛
門
と
茶
業
の
歴
史

　
滋
賀
県
は
古
く
か
ら
お
茶
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
で
は
甲
賀
市
が
特
に
茶
の
生
産
の
盛
ん
な
地
域
で

あ
り
、
土
山
町
周
辺
に
は
茶
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
土
山
町

に
お
い
て
は
江
戸
時
代
か
ら
茶
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
時
代
に
お
茶
が
主
に
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
へ
輸
出
さ
れ
、
茶

業
が
日
本
の
主
要
な
輸
出
産
業
と
な
る
の
に
と
も
な
い
、
茶
の

生
産
量
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
飲
料
と
い

う
と
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
九
世
紀
後
半
に
は
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
茶
︵
緑
茶
︶
に
ミ
ル

ク
と
砂
糖
を
混
ぜ
る
飲
み
方
が
流
行
し
て
い
ま
し
た
一

。

　
明
治
時
代
の
道
府
県
別
に
茶
生
産
量
を
み
る
と
、
一
貫
し
て

静
岡
県
が
一
位
、
三
重
県
・
京
都
府
が
二
位
か
三
位
を
占
め
る

な
か
、
滋
賀
県
も
一
〇
位
以
内
に
入
る
こ
と
が
多
い
主
要
な
茶

産
地
で
し
た
二

。
ま
た
滋
賀
県
内
に
お
け
る
郡
別
の
茶
生
産
量

を
み
る
と
甲
賀
郡
が
半
数
近
く
を
占
め
、
郡
内
に
お
け
る
町
村

別
の
茶
生
産
量
を
み
る
と
、
一
八
七
八
年
︵
明
治
一
一
年
︶
に

は
村
間
で
の
生
産
量
の
差
は
小
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
一

七
年
︵
大
正
六
年
︶
に
は
大
野
村
・
土
山
村
︵
土
山
町
︶
・
朝

宮
村
︵
信
楽
町
︶
に
生
産
が
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の
村
と
の
差

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
三

。

　
今
回
の
湖
国
こ
ぼ
れ
話
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
茶
の
生
産
が
盛
ん
な
土
山
を
拠
点
と
し
て
茶
の
品
質
改

善
、
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
大
原
重
右
衛
門
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

１ 

大
原
重
右
衛
門
の
活
動
と
大
原
武
家
文
書

　
江
戸
時
代
に
南
土
山
村
の
庄
屋
を
務
め
た
家
に
生
ま
れ
た
大

原
重
右
衛
門
は
、
滋
賀
県
会
議
員
・
滋
賀
県
会
議
長
・
帝
国
議

会
衆
議
院
議
員
と
い
っ
た
公
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま
た
甲
賀

銀
行
頭
取
や
滋
賀
県
農
工
銀
行
取
締
役
・
水
口
製
糸
株
式
会
社

社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
な
か
で
作
成
・

収
集
し
た
史
料
が
大
原
武
家
文
書
と
し
て
現
在
ま
で
残
さ
れ
て

い
て
、
近
代
滋
賀
県
の
政
治
・
経
済
・
産
業
な
ど
の
歴
史
を
明

ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
史
料
群
で
す
四

。

２ 

大
原
重
右
衛
門
と
茶
業
の
関
わ
り

　
重
右
衛
門
は
特
に
茶
業
に
深
く
携
わ
り
ま
し
た
。
茶
は
幕
末

の
開
港
を
契
機
に
、
横
浜
・
神
戸
・
長
崎
港
か
ら
の
輸
出
が
行

わ
れ
、
生
糸
と
並
ぶ
主
要
輸
出
商
品
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
粗
悪
な
茶
が
生
産
さ
れ
、
海
外
か
ら
の

信
用
が
低
下
し
ま
し
た
。
一
八
八
三
年
︵
明
治
一
六
年
︶
に
は

ア
メ
リ
カ
で
贋
茶
輸
入
禁
止
条
例
が
議
会
を
通
過
し
、
偽
茶
・

不
正
茶
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
五

。
こ
う
し
た
事
態
を
問

題
視
し
て
一
八
八
四
年
に
は
農
商
務
省
が
茶
業
組
合
準
則
を
発

布
し
て
、
全
国
の
製
茶
地
に
組
合
の
設
立
を
奨
励
し
、
粗
製
茶

の
取
り
締
ま
り
を
図
り
ま
し
た
。
し
か
し
茶
業
組
合
準
則
に
は

制
裁
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
た

め
、
一
八
八
七
年
に
茶
業
組
合
準
則
を
廃
止
し
、
農
商
務
省
令

第
四
号
を
も
っ
て
罰
則
を
付
し
た
茶
業
組
合
規
則
を
発
布
し
ま

し
た
。
全
国
組
織
と
し
て
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
が
、
滋
賀
県

内
で
も
滋
賀
県
茶
業
聯
合
会
議
所
と
県
下
を
四
区
に
分
け
て
大

津
市
外
四
郡
︵
滋
賀
・
高
島
・
栗
太
・
野
洲
︶
、
甲
賀
郡
、
蒲

生
郡
外
二
郡
︵
神
崎
・
愛
知
︶
、
坂
田
外
三
郡
︵
犬
上
・
東
浅

井
・
伊
香
︶
茶
業
組
合
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
甲
賀
郡
茶
業
組

合
の
み
が
単
一
の
郡
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
滋
賀

県
内
で
の
茶
業
生
産
に
お
け
る
甲
賀
郡
の
役
割
の
大
き
さ
が

窺
え
ま
す
。
重
右
衛
門
は
甲
賀
郡
茶
業
組
合
長
を
一
八
八
八
年

︵
明
治
二
一
年
︶
か
ら
一
九
二
六
年
︵
大
正
一
五
年
︶
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
務
め
、
滋
賀
県
茶
業
聯
合
会
議
所
の
評
議
員
や

茶
業
組
合
中
央
会
議
所
の
副
会
頭
と
い
っ
た
茶
生
産
組
織
の
重

職
を
担
い
ま
し
た
。

　
茶
を
長
距
離
輸
送
し
て
輸
出
す
る
た
め
に
は
、
﹁
再
製
﹂
と

い
う
茶
葉
を
乾
燥
さ
せ
る
火
入
れ
の
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
開
港
当
時
は
再
製
の
技
術
を
日
本
人
が
持
っ
て
お
ら

ず
、
清
国
人
に
依
存
し
ま
し
た
。
ま
た
、
居
留
地
貿
易
で
海
外

の
景
気
の
状
況
や
茶
の
嗜
好
に
つ
い
て
日
本
人
が
持
つ
情
報
は

限
定
的
で
、
外
国
商
館
に
よ
り
不
当
に
安
く
買
い
叩
か
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
人
自
身
が
再
製
と
輸
出
先
で
の
販

売
を
行
う
﹁
直
輸
出
﹂
で
き
る
会
社
の
設
立
と
海
外
情
報
の
収

集
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
八
九
五
年
に
東
日
本
で
日
本
製
茶

株
式
会
社
︵
横
浜
港
か
ら
北
米
︶
、
一
八
九
六
年
に
西
日
本
で

日
本
製
茶
輸
出
株
式
会
社
︵
神
戸
港
か
ら
北
米
︶、
一
八
九
九
年

に
九
州
で
九
州
製
茶
輸
出
株
式
会
社
︵
長
崎
港
か
ら
ロ
シ
ア
︶

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
製
茶
輸
出
株
式
会
社
の
設
立
当
時

の
取
締
役
は
山
本
亀
太
郎
︵
兵
庫
県
︶・
廣
瀬
満
正
︵
愛
媛
県
︶・

伊
東
熊
夫
︵
京
都
府
︶
・
山
本
佐
五
兵
衛
︵
大
阪
府
︶
・
大
原
重

右
衛
門
︵
滋
賀
県
︶・
脇
野
喜
郎
︵
奈
良
県
︶
で
あ
り
、
近
畿

地
方
出
身
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
原
重
右
衛
門
は
一
八
九
四
年
か
ら
一
八
九
七
年
ま
で
衆
議

院
議
員
と
し
て
茶
業
界
の
意
見
を
帝
国
議
会
に
反
映
さ
せ
る
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
は
政
府
に

甲
賀
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
課

水
谷 

光
希
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対
し
て
茶
業
に
保
護
・
補
助
を
与
え
る
こ
と
を
請
願
し
、
製
茶

販
路
拡
張
補
助
費
と
し
て
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で

の
七
年
間
、
毎
年
七
万
円
を
政
府
か
ら
茶
業
組
合
中
央
会
議
所

あ
て
に
交
付
す
る
こ
と
が
第
一
〇
議
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
補
助
金
を
用
い
て
日
本
製
茶
株
式
会
社
・
日
本
製
茶
輸
出

株
式
会
社
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
へ

の
喫
茶
店
や
陳
列
場
の
設
置
を
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
か
ら
委

託
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
製
茶
輸
出
株
式
会
社
は
一
九
〇
五
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
シ
カ
ゴ
に
支
店
を
設
置
し
て
海
外
へ
の
輸
出

事
業
を
拡
大
し
ま
し
た
。
国
内
に
は
京
都
府
に
伏
見
支
店
、
三

重
県
に
亀
山
支
店
、
静
岡
県
に
静
岡
支
店
を
設
置
し
、
重
右
衛

門
は
静
岡
支
店
長
を
務
め
ま
し
た
。

３ 

海
外
へ
の
視
察
と
滋
賀
県
製
茶
生
産
販
売
組
合

　
製
茶
販
路
拡
張
補
助
費
の
補
助
を
受
け
て
、
一
八
九
七
年

︵
明
治
三
〇
年
︶
に
大
原
重
右
衛
門
は
三
橋
四
郎
次
と
と
も
に

ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
、
一
九
〇
〇
年
に
遠
藤
弥
三
郎
と
と
も
に

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
歴
訪
し
、
現
地
の
茶
業

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
一
九
〇
〇
年
の
視
察
に
つ
い
て
は
、

﹁
米
国
派
遣
員
復
命
書
﹂
︵
大
原
武
家
文
書
１-

３ 

139
︶
に
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
月
六
日
に
日
本
を
出
発
し
、
一
八
日

ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
を
視
察
し
、

シ
カ
ゴ
出
張
所
主
任
水
谷
友
恒
と
と
も
に
八
月
八
日
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
渡
航
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・

ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
を

経
て
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

に
お
い
て
巴
里
萬
国
大
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
設

置
さ
れ
た
日
本
喫
茶
店
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス

を
経
て
九
月
二
三
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
、
再
び
北
米

各
地
を
巡
訪
し
、
一
〇
月
八
日
に
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
乗
船

し
て
二
三
日
に
日
本
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
大
原
重
右
衛
門
は
こ
の
二
回
の
海
外
渡
航
を
経
て
製
茶
業
の

前
途
が
有
望
で
あ
る
と
感
じ
、
茶
業
の
改
善
を
行
う
に
は
組
合

組
織
が
必
要
と
考
え
六

、
一
九
〇
六
年
四
月
二
一
日
に
滋
賀
県

下
一
円
を
区
域
と
し
た
滋
賀
県
製
茶
生
産
販
売
組
合
を
組
織
し
、

大
原
重
右
衛
門
は
組
合
長
と
な
り
ま
し
た
。
滋
賀
県
製
茶
生
産

販
売
組
合
は
土
山
村
に
事
務
所
と
再
製
工
場
を
設
け
て
製
茶
を

加
工
︵
再
製
︶
し
販
売
し
ま
し
た
。
こ
の
製
茶
は
神
戸
及
び
静

岡
の
直
輸
商
を
介
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
滋
賀
県
で
生
産
さ
れ
た
茶
は
基
本
的
に
神
戸
で
再
製
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
土
山
村
に
再
製
工
場
が
で
き
た
こ
と
で
、

滋
賀
県
内
で
の
再
製
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
近
代
に
お
い
て
製
茶
業
の
発
展
に
尽
く
し
た
た

め
、
一
九
一
八
年
刊
行
の
﹃
滋
賀
県
之
茶
業
﹄
に
大
原
重
右
衛

門
は
滋
賀
県
茶
業
史
上
の
功
績
者
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
、
﹁
現

在
本
県
茶
業
界
ノ
元
勲
﹂
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
茶
業
界
に
お
い

て
以
上
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
茶
業
関
係
の
報
告
書
や
茶
業

界
の
主
要
人
物
と
の
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
原

武
家
文
書
は
近
代
茶
業
史
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
群
だ
と
言

え
ま
す
。

【
注
】

一
　
角
山
栄
﹃
茶
の
世
界
史
　
緑
茶
の
文
化
と
紅
茶
の
社
会
﹄
中
公
新

　
書
、
一
九
八
〇
年

二
　
粟
倉
大
輔
﹁
明
治
期
製
茶
業
に
お
け
る
荒
茶
生
産
﹂﹃
日
本
茶
の
近

　
代
史
﹄
蒼
天
社
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
五
年

三
　
水
谷
光
希
﹁
近
代
に
お
け
る
滋
賀
県
で
の
製
茶
業
と
甲
賀
郡
﹂﹃
淡

　
海
文
化
財
論
叢
﹄
第
一
六
輯
、
二
〇
二
四
年

四
　﹃
滋
賀
県
甲
賀
郡
南
土
山
村
大
原
武
家
文
書
調
査
報
告
書
Ⅰ
﹄︵
甲

　
賀
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
五
年
︶
に
大
原
重
右
衛
門
主
要
経
歴
一
覧

　
と
大
原
武
家
文
書
目
録
︵
一
部
︶・
解
題
・
内
容
紹
介
を
掲
載

五
　
日
本
茶
輸
出
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
日
本
茶
輸
出
百
年
史
﹄
日

　
本
茶
輸
出
組
合
、
一
九
五
九
年

六
　
浅
羽
光
次
郎
﹁
京
都
府
及
滋
賀
県
茶
業
視
察
録
﹂﹃
茶
業
界
﹄
第
七

　
巻
第
四
号
、
静
岡
県
茶
業
聯
合
会
議
所
、
一
九
二
四
年

【写真】1900年パリ万博日本喫茶店（大原武家文書 L 4-6）
建物に「JAPON PAVILLON THĒ  JAPON」（フランス語）とある。
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滋
賀
県
が
誕
生
し
た
明
治
五
年
︵
一
八
七
二
年
︶
か
ら
令
和

四
年
︵
二
〇
二
二
年
︶
ま
で
の
一
五
〇
年
間
を
対
象
期
間
と
す

る
県
史
編
さ
ん
事
業
に
と
っ
て
、
材
料
と
な
る
資
料
の
収
集
は

重
要
な
仕
事
で
す
。
当
館
で
は
、
滋
賀
県
に
ま
つ
わ
る
新
聞
記

事
の
収
集
以
外
に
も
、
県
内
の
み
な
ら
ず
、
県
外
に
残
さ
れ
た
、

県
史
に
か
か
わ
る
資
料
の
所
蔵
調
査
や
収
集
等
の
作
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。
二
年
目
と
な
る
令
和
六
年
度
も
引
き
続
き
、
関
係

資
料
の
調
査
・
収
集
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
主
だ
っ
た
資
料

を
中
心
に
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
政
治
史
関
係
で
は
、
明
治
前
半
期
に
滋
賀
県
知
事
を
務
め
た

中
井
弘
の
書
簡
を
は
じ
め
と
し
た
文
書
や
、
滋
賀
県
選
出
の
衆

議
院
議
員
が
主
に
所
属
し
て
い
た
政
党
だ
っ
た
立
憲
革
新
党
の

議
会
報
告
書
︵
①
②
︶
等
を
収
集
し
ま
し
た
。
ま
た
明
治
三
五

年
︵
一
九
〇
二
年
︶
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
当
選
し
て
一
期

を
務
め
た
、
湖
北
地
域
の
名
望
家
・
布
施
孫
一
郎
︵
立
憲
政
友

会
所
属
︶
の
関
係
文
書
を
調
査
し
、
資
料
撮
影
も
行
い
ま
し
た

︵
③
︶
。
同
文
書
に
は
、
政
治
史
に
か
か
わ
る
書
簡
・
書
類
以
外

に
も
、
湖
北
地
域
の
養
蚕
振
興
に
関
す
る
資
料
も
含
ま
れ
て
お

り
、
明
治
期
滋
賀
県
の
政
治
・
経
済
の
歴
史
に
か
か
わ
る
貴
重
な

資
料
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
も
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
経
済
史
関
係
で
は
、
近
江
商
人
の
家
文
書
ま
た
は
近
江
鉄
道

と
い
っ
た
近
江
商
人
が
設
立
に
か
か
わ
っ
た
企
業
の
資
料
、
そ

し
て
近
江
麻
布
同
業
組
合
の
関
係
資
料
︵
業
務
成

績
報
告
書
や
認
可
申
請
書
類
等
︶
も
収
集
し
ま
し

た
︵
⑥
⑦
︶
。
特
に
近
江
麻
布
は
、
近
江
上
布
と

も
い
わ
れ
る
湖
東
地
域
の
伝
統
産
業
の
一
つ
で
あ

り
、
県
の
経
済
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、

重
要
な
資
料
群
と
い
え
ま
す
。
そ
の
他
に
、
滋
賀

大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
滋
賀
県
工
業

試
験
場
や
物
産
陳
列
場
の
事
業
報
告
書
、
県
立
図

書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
戦
前
滋
賀
の
副
業
や
畜
牛

に
関
す
る
報
告
書
等
も
収
集
し
ま
し
た
︵
⑧
︶
。

　
社
会
史
関
係
で
は
、
湖
北
地
域
の
伊
香
郡
役
所

資
料
を
調
査
し
ま
し
た
︵
⑨
︶
。
郡
は
府
県
と
町

村
の
中
間
に
あ
る
機
関
で
、
そ
の
文
書
は
本
来
、

地
域
の
行
政
資
料
と
し
て
重
要
な
の
で
す
が
、
郡

制
の
廃
止
︵
大
正
一
二
年
︵
一
九
二
三
年
︶
︶
や
、

そ
の
後
の
行
政
機
関
の
統
廃
合
で
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
し
か
し
伊
香
郡
役
所
文
書

は
、
残
存
状
況
が
悪
い
と
さ
れ
る
郡
役
所
文
書
と
し
て
は
体
系

的
に
保
存
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
資
料
群
で
す
。
そ
の
中
か
ら
伊

香
郡
の
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
教
育
関
係
で
は
、
国
立
公
文
書
館
に
あ
る
県
中
等
教
育
関
係

の
文
書
以
外
に
、
戦
前
の
県
教
育
会
機
関
誌
、
そ
し
て
彦
根
高

等
女
学
校
の
同
窓
会
誌
等
を
収
集
し
ま
し
た
︵
⑩
⑪
⑫
︶
。
特

に
県
教
育
会
の
機
関
誌
は
、
地
方
の
教
育
の
状
況
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
雑
誌
で
す
が
、
表
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
教
育
会
の

み
な
ら
ず
、
筑
波
大
学
や
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
が
所
蔵
し
て

い
る
よ
う
に
、
各
地
に
散
在
し
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
引
き

続
き
収
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
栗
太
郡
を
中
心
と
す
る
郷
土
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
里
内
文
庫
所
蔵
資
料
か
ら
も
県
の
政
治
・
産
業
・
社
会
に

か
か
わ
る
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
︵
⑬
︶
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
令
和
六
年
度
の
資
料
収
集
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
令
和
七
年
度
も
引
き
続
き
、
県
史
編
さ
ん
に
か
か
わ
る

資
料
の
所
蔵
調
査
や
収
集
等
の
作
業
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
事
業
に
と
っ
て
資
料
は
重
要
で
す
の
で
、
も
し
滋
賀

県
の
近
現
代
史
に
関
す
る
資
料
情
報
、
ま
た
古
い
資
料
を
お
持

ち
の
方
は
、
当
館
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
山
口 

一
樹
︶

【
事
務
局
だ
よ
り
】 

令
和
六
年
度
資
料
収
集
の
概
要

①

②

③ 

④

⑤ 

⑥

⑦

⑧

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

県政関係書簡・書類等

立憲革新党関係資料 

唐川布施家文書

選挙管理委員会資料

農村事情調査票

近江商人関係資料

近江麻布同業組合資料

県産業関係文献等

伊香郡役所資料

県中等教育学校関連文書

県教育会機関誌

彦根高女同窓会誌等

里内文庫資料

国会図書館憲政資料室

横浜開港資料館

個人

県選挙管理委員会

東京大学農学生命科学図書館

滋賀大学経済学部附属史料館

滋賀県麻織物工業協同組合

滋賀大学図書館・県立図書館

江北図書館

国立公文書館

彦根翔西館高等学校

栗東歴史民俗博物館

令和６年度の主な県史編さん事業収集資料一覧

滋賀県教育会・筑波大学図書
館・早稲田大学図書館

資　料 所蔵先
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第
二
回
県
史
編
さ
ん
企
画
展
﹁
大
正
時
代
の
出
発
と
湖
国
の

発
展
―
新
聞
で
た
ど
る
文
化
・
社
会
―
﹂
で
は
、
一
九
一
〇
年

︵
明
治
四
三
年
︶
に
行
わ
れ
た
嘉
仁
皇
太
子
︵
後
の
大
正
天
皇
︶

の
滋
賀
巡
啓
と
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
東
押
立
村
︵
現
・

東
近
江
市
︶
に
あ
る
﹁
花
の
木
﹂
︵
カ
エ
デ
科
の
落
葉
高
木
︶

の
分
木
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
︵
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
当
館
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
同
企
画
展
展
示
図
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
︶
。
献
上
の
き
っ
か
け
は
、
巡
啓
時
に
﹁
花
の
木
﹂
の
枝

と
写
真
を
皇
太
子
が
見
た
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
の
実
現
に
奔
走
し
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
滋

賀
県
各
地
の
郷
土
史
編
さ
ん
に
従
事
し
た
中
川
泉
三
︵
一
八
六

九
〜
一
九
三
九
年
︶
と
い
う
郷
土
史
家
で
す
。
今
回
は
、
県
に

提
出
さ
れ
た
上
申
書
類
︻
明
ふ
64-

３
︵
21
︶
︼
を
通
じ
て
、
な

ぜ
中
川
は
皇
太
子
に
﹁
花
の
木
﹂
を
見
て
も
ら
お
う
と
尽
力
し

た
の
か
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
上
申
書
に
は
、
﹁
花
の
木
﹂
は
古
代
の
歴
史
を
研
究
す

る
上
で
重
要
で
あ
る
た
め
、
皇
太
子
が
巡
啓
で
来
県
さ
れ
た
折

に
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
本
来
で
あ
れ
ば
村
長
や
郡
長

を
経
由
し
て
願
い
出
る
べ
き
と
こ
ろ
を
時
間
も
な
い
た
め
、
川

島
純
幹
知
事
に
直
接
上
申
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

な
ぜ
中
川
は
﹁
花
の
木
﹂
と
い
う
植
物
が
古
代
の
歴
史
を
知
る

上
で
重
要
だ
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

上
申
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
﹁
世
界
の
稀
樹
花
の
木
之
記
﹂
と

い
う
文
書
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　
中
川
は
柏
原
村
︵
現
・
米
原
市
︶
村
誌
編
さ
ん
に
従
事
し
て

い
た
時
、
あ
る
文
書
か
ら
﹁
七
竈
﹂
︵
ナ
ナ
カ
マ
ド
。
バ
ラ
科

の
落
葉
高
木
︶
な
る
植
物
が
寛
政
四
年
︵
一
七
九
二
年
︶
に
大

和
郡
山
藩
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

七
竈
な
る
植
物
の
こ
と
に
つ
い
て
判
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、

困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
︵
東

京
帝
大
︶
が
植
物
講
習
会
の
た
め
来
県
し
て
い
た
の
で
、
中
川

は
牧
野
の
も
と
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
七
竈
の
こ
と
は
解
決

し
た
の
で
す
が
、
あ
わ
せ
て
牧
野
か
ら
滋
賀
に
は
﹁
花
の
木
﹂

と
い
う
日
本
以
外
に
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
し
か
確
認
で
き
て
い

な
い
非
常
に
珍
し
い
木
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
聞
き
、
中
川
は
滋
賀
の
﹁
花
の
木
﹂
の
こ
と
を
調
べ

ま
す
。
そ
の
際
、
歴
史
家
・
久
米
邦
武
が
書
い
た
日
本
古
代
史

の
書
籍
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
﹁
日
本
の
原
人
の
説
﹂
に
関
す
る

﹁
発
見
﹂
を
し
ま
す
︵
な
お
中
川
は
、
柏
原
村
村
誌
編
さ
ん
に

あ
た
っ
て
、
久
米
の
教
え
を
乞
う
た
こ
と
が
あ
り
、
以
降
二
人

は
交
流
を
も
ち
ま
す
︶
。
そ
の
発
見
と
は
、
近
年
の
人
類
学
な

ど
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
古
代
人
は
ア
ジ
ア

北
部
よ
り
流
入
し
た
人
々
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
々
は
日
本
に

は
樺
太
・
千
島
列
島
を
経
て
流
入
し
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
あ
る

﹁
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
﹂
と
い
う
先
住
民
と
な
っ
た
と
久
米
が
記
し

た
部
分
で
し
た
。
こ
れ
に
は
、
明
治
期
日
本
で
か
わ
さ
れ
た
コ

ロ
ボ
ッ
ク
ル
論
争
と
い
う
﹁
日
本
人
﹂
の
源
流
を
め
ぐ
る
論
争

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
、
日
本
列
島
の
先

住
民
は
ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
っ
た
と
す
る
主
張
と
、
ア
イ
ヌ
民
族

が
列
島
に
居
住
す
る
前
の
先
住
民
と
し
て
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
が
お

り
、
こ
れ
が
原
日
本
人
だ
と
い
う
主
張
の
対
立
で
す
。

【
資
料
紹
介
⑱
】 

「
花
の
木
」
と
中
川
泉
三

　
こ
の
論
争
の
展
開
は
紙
幅
の
都
合
で
触
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な

く
と
も
中
川
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
﹁
日
本
人
﹂
た
る
コ
ロ

ボ
ッ
ク
ル
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で
渡
っ
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す

る
の
が
﹁
花
の
木
﹂
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
中
川

は
﹁
花
の
木
が
将
来
人
類
学
或
は
考
古
学
上
の
参
考
或
は
証
拠

に
供
せ
ら
れ
て
珍
重
せ
ら
る
ゝ
に
至
る
や
も
﹂
知
れ
な
い
と
し

て
、
見
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
中
川

は
、
世
界
史
・
人
類
史
の
一
端
を
、
こ
の
滋
賀
の
﹁
花
の
木
﹂

に
見
出
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
﹁
花
の
木
﹂
を
見
た
皇
太
子
は
、
非
常
な
関
心
を
寄
せ

た
そ
う
で
す
︵
一
九
一
〇
年
一
〇
月
一
一
日
付
﹃
京
都
日
出
新

聞
﹄
︶
。
も
し
か
し
た
ら
﹃
世
界
一
周
唱
歌
﹄
が
愛
唱
歌
で
、

外
遊
を
希
望
し
て
い
た
皇
太
子
も
、
中
川
の
よ
う
に
﹁
花
の
木
﹂

を
通
じ
て
、
世
界
に
対
す
る
思
い
を
は
せ
て
い
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

︵
山
口 

一
樹
︶

【
参
考
文
献
】

中
川
泉
三
没
後
七
〇
年
記
念
展
実
行
委
員
会
編
﹃
史
学
は
死
学
に
あ
ら
ず
﹄

　
二
〇
〇
九
年

坂
野
徹
﹃
帝
国
日
本
と
人
類
学
者
﹄
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
五
年

古
川
隆
久
﹃
大
正
天
皇
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年

「世界の稀樹花の木之記」
1910年9月【明ふ46-3（21）】
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︻
県
史
講
演
会
︼

・
「
近
代
の
滋
賀
県
に
お
け
る
環
境
問
題

　
　
―
琵
琶
湖
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し
と
産
業
の
歴
史
―
」

講
師
：
香
川 

雄
一 

さ
ん

　
　
　

 

（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
・
県
史
編
さ
ん
編
集
委
員
）

日
時
：
11
月
7
日（
金
）
14
時
〜
15
時
30
分

会
場
：
コ
ラ
ボ
し
が
21
大
会
議
室
（
大
津
市
打
出
浜
二
ー
一
）

　
戦
前
の
琵
琶
湖
流
域
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
へ
の
視
点
か
ら
考
え
ま
す
。[

聴
講
無
料
／
要
予
約]

︻
特
別
展
︼

・
「
滋
賀
県
か
ら
み
た
琵
琶
湖
疏
水
」（
仮
）

会
期
：
11
月
４
日（
火
）〜
11
月
末
（
予
定
）

会
場
：
県
立
公
文
書
館
閲
覧
室
﹇
観
覧
無
料
﹈

　
琵
琶
湖
疏
水
施
設
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
指
定
を

記
念
し
た
京
都
市
と
滋
賀
県
と
の
連
携
展
示
で
す
。

︻
第
18
回
企
画
展
︼

・
「
び
わ
こ
国
体
・
び
わ
こ
大
会
か
ら
、

　
　
　  

わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
へ
」

会
期
：
８
月
25
日（
月
）〜
10
月
30
日（
木
）

会
場
：
県
立
公
文
書
館
閲
覧
室
﹇
観
覧
無
料
﹈

　
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
本
県
二
度
目
の
開
催
を
記
念
し

て
、
昭
和
56
年
に
行
わ
れ
た
本
県
初
開
催
の
﹁
び
わ
こ

国
体
﹂
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
休
館
日
】
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

︻
閲
覧
方
法
︼

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
資
料
検
索
」
か
ら
、
閲
覧
し
た
い

　
資
料
を
検
索
し
ま
す
。

②
利
用
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
し
が
ネ
ッ
ト

　
受
付
サ
ー
ビ
ス
（
本
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
、

　
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
ま
す
。

＊
利
用
制
限
情
報
の
審
査
を
行
い
、
申
請
後
三
〇
日
以
内

　
に
利
用
決
定
を
行
い
ま
す
（
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

　
り
審
査
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

　
準
備
が
で
き
次
第
、
利
用
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
事
前
に
閲
覧
日
を
連
絡
の
上
、
右
決
定
通
知
書
を
持
っ

　
て
御
来
室
く
だ
さ
い
。

※
目
録
の
利
用
区
分
が
「
公
開
」
の
資
料
で
あ
れ
ば
、
簡

　
易
閲
覧
と
し
て
当
日
に
利
用
で
き
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
利
用
︼

・
資
料
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
（
写
し
の
交
付
も
で
き
ま
す
）
。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査

　

な
し
で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
資
料
の
保
護
の
た
め
、
館
内
で
の
飲
食
、
鉛
筆
以
外

　

の
筆
記
用
具
の
使
用
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。


